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2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

ランサーズの秋好と申します。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

さっそく 2024 年 3 月期第 3 四半期の決算説明に入らせていただきます。

 

まず、本決算の大きなポイントは二つございまして、一つ目は、元来お伝えさせていただいている

ように、今期は利益体質にしていくというところで、前四半期である第 2 四半期単体は営業利益黒

字でありましたけれども、第 3 四半期も引き続き単四半期単体で黒字、そして累積でも黒字という

ふうに、黒字体質に関しては順調に推移しているという点です。 



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

二つ目は、丸井グループ、およびグロースパートナーズ社という上場企業支援ファンドとの資本業

務提携を発表させていただいた、というトピックです。 

まず、黒字化のところは後ほど説明させていただくとして、今回、資本業務提携という形で、

2019 年 12 月にわれわれが上場させていただきまして、そのときにも資金調達をさせていただきま

したが、そのとき以来の約 4 年ぶりに、第三者割当、CB および新株予約権の発行という形で、総

額 5 億円の資金調達をさせていただきました。 

資金ニーズがあったというところと、まず丸井グループとはわれわれのサービスに登録しているフ

リーランス、もしくはこれから登録しようと思っているフリーランス、これからフリーランスにな

ろうという、これらの新しい働き方に挑戦している人に対して、フリーランス向けの新しい金融サ

ービスを、一緒に作っていこうというところがメインの取り組みになっています。 

グロースパートナーズ社とは、主に上場企業向けにハンズオンの経営支援をしていくというファン

ドになっておりますけれども、彼らと一緒に、企業価値向上というところを中心に置いたときに、

既存事業のさらなる成⾧、また M&A 等も検討することによって、さらにランサーズの企業価値を

上げていくといった取り組みを、この 2 社とそれぞれやらせていただきたいと考えています。最後

に詳細を説明させていただきます。 

 



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

まず簡単に、会社の概要を説明させていただきます。 

われわれは 2008 年創業で、「個のエンパワーメント」をミッションに掲げて、経営させていただ

いております。 

ビジョンとしては、toB 向けに「すべてのビジネスを『ランサーの力』で前進させる」、フリーラ

ンス向けに「誰もが自分らしく才能を発揮し、『誰かのプロ』になれる社会をつくる」ということ

で、働く方とその働く方に発注する主に企業の方、二つのダブルビジョンという形でやらせていた

だいています。 

  



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

われわれのビジネスは、基本的には、発注したい企業とスキルを持つ個人がオンライン上でマッチ

ングし、そこで成約し、実際仕事がされ、報酬をワンストップで支払うというモデルになっており

ます。 

 

実際に成約して、報酬が個人で払われた総額を流通総額と呼んでいますが、創業以来継続してこの

プラットフォームで成約される金額は増えてきています。去年にいたっては 100 億円を超えるサ

ービスになっています。 



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

いろいろな仕事がやり取りされているのですけれども、昨今、コロナ関連において DX という言葉

が盛んに言われておりますが、エンジニア、デザイナーやバックオフィス、マーケターやセールス

ライターといったような、ありとあらゆる仕事がオンラインに乗ってきて、ランサーズで受発注が

行われているというサービスになっております。 

  



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

われわれは、創業当初は DX の実際の導入や運用を強みにしておりましたが、2 年前にワークスタ

イルラボという会社を買収させていただいて、企業の戦略策定から実際の運用までをワンストップ

で行うという形に変容しまして、このワークスタイルラボに関しては、2024 年 1 月からランサー

ズに統合されて、今は一つの会社として一気通貫のサービスをプロフェッショナルのフリーランス

の人材とともに、企業に支援をしていくサービスになっています。 

  



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

昨今、日本政府もフリーランス新法という形で、正社員や派遣といった、今まであった働き方に加

えて、フリーランスという働き方を国としても応援しようという流れになっております。 

この正社員やフリーランス、派遣というのは、今までは正社員の人は正社員、フリーランスの人は

フリーランス、というかたちで、バラバラの人がやっていましたけれども、足元の動向としては、

派遣で働いている方もフリーランスになったり、フリーランスになっている方もやはり正社員に戻

りたいだったりとか、正社員の方もスキルを身につけたので独立してフリーランスになりたいな

ど、働き方も非常に流動的になっていて、一人が 1 職種というよりも、正社員をしながら副業でフ

リーランスといったように、この三つの働き方がだんだん混ざっていっているというのが足元で起

こっていることかなと捉えておりまして、われわれにとってみると、フリーランス単体市場だった

ところに、正社員や派遣の市場もフリーランス市場に流れてきているというところで、非常に追い

風であると捉えております。 



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

どのような企業がランサーズを活用いただいているかというと、例えば、ヌボーさんという⾧野県

に 4 店舗を構える生花店、こちらは実際に店舗を持たれている会社さんですけれども、⾧野県の中

で DX ができる正社員を採用するとなるとなかなか人材がいなかったり、一人のフルタイムの正社

員の方にお願いするほどの仕事量がなかったり、といったような事情もあって、今はデザインの制

作や店舗のポップ、また管理系の仕事を、ランサーズを利用することによって費用も変動費化で

き、外部のプロフェッショナルを⾧野県以外からも人材調達できるということで、非常にご活用い

ただいております。こういった地方の企業様にも、コロナという体験を持って、ますます活用いた

だいているという状況が続いております。 



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

そんな中、ランサーズの強みといたしましては、創業以来われわれのサービスは、会わずにオンラ

インで仕事のやり取りができるというサービスではあるものの、このオンライン上で高品質で信頼

感を持って高い単価の仕事がやり取りできるというところを強みとしてまいりました。 

他社のプラットフォームと比較いただくと、非常に優秀な個人の方からたくさん登録いただいてお

り、その結果、企業からは高単価の仕事をいただくことができて、結果、さらに優秀なフリーラン

スの方に登録いただけるという、高単価・高品質な仕事が流通するところがランサーズの特徴であ

ると考えております。 

  



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

そういった高品質なフリーランスの方を信頼ランサーと呼ばせていただいており、この信頼ランサ

ーの数も年々増加傾向にあります。 

  



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

仕事を企業とマッチングするというのがメインの提供価値ではあるのですけれども、昨今、リスキ

リング、人材育成という言葉が叫ばれておりますが、ランサーズも仕事を供給するだけではなく

て、個人の方がより学んで仕事につなげるということにも注力しております。MENTA というメン

タリングのサービスや、新しい働き方 LAB というフリーランス同士が日本全国で共創し合うとい

うコミュニティを持っている、というところもランサーズの特徴かなと考えております。 

スキル習得をし、仕事を獲得していくと、お金を借りたり、お金を早く支払ってもらったり、住宅

ローンや賃貸の家賃保証をするといったような、実際に働く外にある金融サービスが、フリーラン

スの方向けにはまだないということで、冒頭ご紹介した、今回の資本業務提携先である丸井グルー

プとは、⾧期にわたってやられてきた丸井グループの持っている金融サービスのノウハウと、ラン

サーズの中で実際仕事をする方の与信のノウハウを掛け合わせ、今後広がっていく働き方を加速し

て、安心して働けるような金融サービスを提供して、ここの強みにさらにもう一つ強みを増やして

いくという取り組みを考え、検討している最中でございます。 

会社の概要の説明は、以上となります。 



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

ここからは、実際の第 3 四半期の業績についてご説明させていただきます。

 

今期に関しましては、上場来、成⾧を加速することに優先度を高く置いて、昨年度までは赤字で先

行投資をしておりましたが、今期に関しては黒字化の土台を作るというところで、第 3 四半期に関

しても、四半期単体で 4,500 万円の営業黒字という状況になっております。 

第 4 四半期以降については、黒字化というのは継続しつつも、黒字化の土台は十分にできたと認識

しております。後ほど紹介しますが、一人当たりの生産性も非常に上がってきた状況にございます

ので、ここに対してしっかり注力しまして、売上成⾧率自体を上げていくというところに、第 4 四

半期からは軸足を移していきたいと考えています。 



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

販管費については、前第２四半期にご説明のとおりです。より筋肉質にしていくというところで構

造改革も行いまして、人件費や外注費に関しては適正にしていくというところを保っております。 

ただ一方、広告宣伝費、セールス＆マーケの費用に関しましては、第 3 四半期から徐々に戻してき

ておりまして、第 4 四半期以降については、黒字を保った上でしっかり売上成⾧率を上げていくた

めに、ここの費用はさらに加速していく計画を立てております。 

  



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

営業利益は、再三お伝えしているとおり黒字となっておりまして、ここからは基本的には黒字の状

況が続いていくというふうになっておりますので、黒字を出しつつも成⾧率もしっかり上げていく

ということが、今後の経営上、非常に重要な軸足になってくるかと考えております。 

 

メインとするマッチング事業に関しましては、累計の営業利益に関しては、前年比で約 3 倍となり

まして、大幅に成⾧率を改善しているという状況になっております。 



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

当社として、構造改革や一人当たりの生産性を上げるというところに注力していることもあって、

クライアントの社数は、市場の状況もあって、この四半期に関しては横ばいになってはいるのです

けれども、1 社あたりの利用金額やわれわれ一人当たりの社員の売上総利益は、非常に改善傾向が

進んでいるかと考えております。 

ここからは、この高まった単価、高まった一人当たりの総利益を土台に、左のクライアント社数で

あれば、さらに 1 社あたりでクライアント様により多くのサービスをご利用いただくようにセール

ス&マーケに注力いたしまして、売上側もしっかり成⾧させていくことが重要かと考えています。 

  



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

連結の状況は、記載のとおりになっております。1 点、B/S に関しましては、従来より銀行借入枠

を 12 億円確保しておりますので、事業運営上、十分な水準を維持しております。 

第 2 四半期より、営業キャッシュフローもプラスになっておりますので、そういった意味でも財務

基盤は十分な水準ではありますが、今回、第 3 者割当増資等により資本増強を図りますので、財務

基盤については、そこからさらに強化されていくという状況になります。 

 

業績予想については特段変更なく、この予想を保っております。 



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

最後に、トピックを三つご紹介させていただきます。 

 

一つは、資本業務提携の丸井グループとの共創です。 

丸井グループも、われわれと非常に近いミッション・ビジョンを持たれております。われわれとし

ては「個のエンパワーメント」というミッションを掲げておりますが、左に書いてあるようなわれ

われの先ほど説明した強みと、丸井グループも自社だけではなく他社との共創にも力を入れてお

り、百貨店の店舗を持たれておりますけれども、そこからのファイナンシャルビジネスの創出に非

常に知見を持たれておりまして、この両社の強みを生かして、仕事の信用とファイナンシャルの与

信の基準を活かしたこれからフリーランスをやりたい人を含めた広義のフリーランスのための金融

サービスの提供を考えています。 

これによって、仕事ではランサーズを使わなかったけれども、この金融サービスを利用したいから

ランサーズを活用いただくとか、この金融サービスがあるから、さらにランサーズで安心して安定

して仕事をしていただくという個人の方をたくさん増やしたいと思いまして、一緒に独自のエコシ

ステムを作って、われわれの信用のプラットフォームをさらに強固にする、もちろん業績・ビジネ

スとしても拡大していくというところを、今後、今日をスタート地点として、丸井グループととも

に作っていきたいと考えております。 

また具体的なサービスや内容について発表できる時期がきましたら、決算発表の場でもご紹介させ

ていただきたいと考えております。 



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

もう 1 社、グロースパートナーズ社との取り組みについてもご紹介をさせてください。 

グロースパートナーズ社は、右に書かせていただいている古川さんという方が代表をされていて、

数々のご経歴があられますけれども、特に前職のアドバンテッジパートナーズさんでは、われわれ

のような上場企業に支援をして、出資をして、実際に企業価値を上げていくということを 30 社に

渡って行われてきて、多数の実績を持たれる方になっております。 

今回、昨年の 6 月ぐらいから、グロースパートナーズ社と非常に多岐にわたった提携や支援の形に

ついて議論させていただきまして、こちらに書いているような新規サービスの開発、または M&A

の支援であったり、既存のわれわれのマッチング事業のさらなる競争力を確保し、またクライアン

トの新規の獲得であったり、営業人員、営業やマーケティングの生産性を上げるという視点であっ

たり、実際にランサーズも多くの方に株主様となっていただいておりますので、投資家視点という

ところを踏まえた企業価値の向上を、事業成⾧を通して実現するということを目的に、今回、資金

調達および事業提携の契約をさせていただいております。 

こちらも、具体的な内容について開示できるタイミングが来たら、そのタイミングでご紹介させて

いただければと考えております。 



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

最後に三つ目です。2 月上旬ですけれども、専用のアシスタントが簡単に作れる Autoron（オート

ロン）という新規のサービスをリリースさせていただきました。 

われわれを活用いただいているフリーランスの方が、さらに AI を使って本当に専門性の高い自分

の価値が出るクリエイティブな仕事に集中し、AI でできることは AI にしていただき、企業の方に

とってみると、企業の中でも安全に AI を使って、社員の方が自分の業務にフォーカスできるとい

うように、フリーランス・企業双方の業務効率化を目的に、ランサーズ自身がアシスタントサービ

スを提供させていただくことでよりランサーズを使っていただき、かつ、ランサーズには、AI も

非常に活用できる非常に生産性の高いフリーランスの方を数多く育成・支援するという意図もあっ

て、今回 Autoron というサービスを提供させていただいております。 

まだまだリリースしたばかりではあるのですけれども、非常に多くの反響をいただいておりまし

て、有料プランもあるのですが非常に好評をいただいております。こちらを通して、人がやる仕事

はランサーズ、人がやらなくても AI でできるところは Autoron、そしてこの二つを活用するとこ

ろで、より高い生産性を誇るフリーランスの方をたくさんご提供できるようなサービスに加速して

いくという意図で、Autoron サービスをローンチしております。 



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

繰り返しになりますが、今期については、まずは通期黒字化していくというところで構造改革に軸

足を移しておりましたが、このタイミングで、丸井グループ・グロースパートナーズ社にもパート

ナーとして、そして株主としてもご支援いただき、既存事業も非常に生産性が上がって、ここから

成⾧ができる土台は整ってきたかなと思っておりますので、第 4 四半期を含めて、来期以降は通期

黒字化した上で、さらに成⾧していくというところを経営として軸足を移して、新しい取り組み、

そして既存サービスはさらに成⾧していくというところにフォーカスをしたいと考えております。 

私からの第 3 四半期の決算説明については、以上とさせていただきます。  



 
 
 

2024年 2月 13日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

 

質疑応答 

 [Q１]：業務資本提携について、目指す方向性は何になりますでしょうか。また、希薄化以上の企

業価値向上を、どのような時間軸で見ていらっしゃるのかをご説明いただけますでしょうか。 

 

秋好 [A]：ご質問ありがとうございます。 

まず、丸井グループとの取り組みであるフリーランス向けの金融サービスに関しましては、過去も

ランサーズとして金融サービスに対する開発提供は検討してきたものの、仕事のマッチングには非

常に強みがありますけれども、金融サービスを独自でやることに関しましてはなかなか難しく、い

ろいろなアライアンス先候補を検討した結果、ミッションやわれわれとの方向性などを鑑みたとき

に、丸井グループと一緒にやらせていただくのが、フリーランスの方にとっても、われわれ単独会

社にとっても、新しいサービス提供ができる可能性は一番高いのでないかと考えて、選ばせていた

だきました。 

グロースパートナーズ社も非常に多くのハンズオン支援の経験がございまして、過去、彼ら彼女ら

が実際に上場企業に対してハンズオンを行ってきた実績と、実際にわれわれの内部情報を含めた経

営情報を見てディスカッションしていく中で、ここであれば、かなり濃い経営支援や業務提携が可

能であるというところで、彼らを選ばせていただきました。 

ただ一方、希薄化というお話がありましたけれども、いきなり全ての株を顕在化してしまうと希薄

化という懸念もありましたので、行使価格についてはプレミアムを乗せていただいたことと、転換

可能期間も、すぐに転換できるというものではなくて、こちらに記載のとおり、発行後 2 年から 5
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年後に転換できるというところ、さらにクーポン、利率に関しても、市場のマーケットの金利と比

べても非常に安い金利での発行となっておりますので、われわれとしても必要な資金を最大で確保

する、良いアライアンス先を確保する、そして株主の皆様への影響を最小限にするというところを

鑑みた中で、この座組が一番それに該当するのではないかというところで、今回の取り組みに至り

ました。 

[Q２]：業績と投資について。通期業績予想の営業利益は 4,000 万円になっておりますが、3Q 決算

累計で利益が 4,300 万円となっており、利益は上振れるのではないでしょうか。また、成⾧投資に

使うということが具体的にどのようなものへの投資を考えていらっしゃるのか、ご説明いただきた

いです。 

 

秋好 [A]：ご質問ありがとうございます。 

おっしゃるとおり、通期の業績予想に関しては、今、営業利益を 4,000 万円と開示しております

が、現時点で 4,300 万円、第 4 四半期も黒字であるということを考えると、利益も上振れるという

ところもあるのかと考えております。一方、もちろんこの業績予想は守るという範囲において、こ

こから成⾧投資に充当していこうと予定しておりますので、基本的には計画どおりに着地するとい

うふうに、現時点では申し上げたいと考えています。 
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どんなことに使うのかというところに関しましては、広告宣伝や営業人員の採用、いわゆるセール

ス&マーケに対して費用を投じていきたいと思っております。昨年度、そして今年の前半は、一人

当たりの売上総利益が少し横ばいになっていて、セールス&マーケ投資になかなか踏み切れないと

いう状況があったのですが、現状、ここは大きく改善してきましたので、セールス&マーケ投資を

すれば、広告宣伝や営業人員を増やせば、より顧客価値を上げられるという状況になっていると考

えておりますので、そちらの費用に充当していきたいと考えています。以上です。 

 [Q３]：今後についてです。成⾧率が高くないように見えますが、今後の成⾧戦略を教えてくださ

い。 

秋好 [A]：ありがとうございます。成⾧率に関しましては、現状、マッチング事業に関しては QoQ

で 1%程度と、少し横ばいになっている傾向がございます。基本的に市場要因と自社要因の二つの

要因があるかと思っていまして、自社要因の方が少し大きいかというふうに捉えております。今期

に関しましては、黒字化や、より筋肉質にしていくという構造改革を非常に優先的に行っておりま

した。それゆえ、例えば一人当たりの営業がいたときに、あまりわれわれとして、ご支援の幅が大

きくない、収益性があまり大きくないところは、無理に取らずに、より高い顧客支援ができるとこ

ろをやっていった、入れ替えていった、というところがあり、実際に構造改革の中で、売上を犠牲

にしているわけではないのですけれども、収益性を優先して、一人当たりの利益額を上げていっ

た、というところが一番大きいと思っています。 

ただ、市場影響というのも一定あると思っております。ランサーズは基本的に単価の高い仕事が多

いプラットフォームになってはおりますけれど、特に生成 AI の影響等によって、単価の低い仕事

が減って、高い仕事に切り替わったという状況、そして昨年度の M&Ａの影響等々も相まって今の

成⾧率になっておりますけれども、ここから特に来年度に向けては、この生産性を保った上で売上
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成⾧率を上げていくという土台は一定程度整ったかなと思っておりますので、今後はそちらに注力

していくというふうに見通しております。以上です。 

 

 

 


